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１．研究の背景と目的 

現在、土砂管理検討は砂防・河川・海岸が個別に検討されているのが実態である。今後重要度が増す水系

一貫総合土砂管理の調査・計画・設計検討にかかる根幹技術である流域土砂動態解析について、（株）砂防エ

ンジニアリングと共同で要素モデルの構築・改良やそれらの統合に向けた考察を行い、これにより河川・砂

防・海岸分野において様々な時空間スケールでの土砂動態予測への対応を図るものとした。 

２．砂防関連モデルの検討 

広域の土石流・土砂流出解析は、総合土砂管理計画、水

系砂防計画、事業再評価などの計画検討において重要な解

析技術である。近年、土石流から掃流までを連続的に扱え

る解析ソフト「Kanako」が公開されており、簡易な条件で

の解析は可能である。しかし、網状に形成される水系全体

のような複雑なモデル化には対応していない。そこで、

Kanako の仕様を有し、水系全体のモデル化が可能な一次元

河床変動モデルを開発した(図 -1 参照)。このモデルは、

近年多発している深層崩壊の数値シミュレーションも対象

としている。さらに、近年導入が進んでいる透過型砂防堰

堤（スリット堰堤）の効果評価モデルを構築し、水系モデルへの適用を図った。 

３．河川関連モデルの検討 

河川一次元河床変動解析は、長期間にわたる全川的な縦断形状(大規模河床形態)の予測が可能であり、総

合土砂管理計画検討にあたって重要な解析技術である(図-2 参照)。一次元河床変動解析自体は比較的広く採

用されている解析技術であるが、矩形断面近似が採用されており澪筋が表現できないなど、小規模流量時の

河床変動予測精度において課題がある。長期予測を行うにあたっては小規模流量時の河床変動が出水時流況

(ひいては出水時河床変動)に影響を与える可能性がある。そこで、本研究では一次元河床変動解析に一般断

面モデルを導入し、精度向上を図った(図-3 参照)。この改良により、ダム再開発時の貯水池内河床変動や流

水型ダム上流河床変動の予測精度向上も可能となる。 

 

図－１ 砂防モデル概念図 

図－２ 一次元河床変動図解析イメージ 図－３ 一般断面モデルの概要 



４．海岸関連モデルの検討 

海岸の地形変化モデルは計算精度と計算負荷の

観点から波浪変形モデルと等深線変化モデル用い

て構築した。波浪変形モデルは、エネルギー平衡

方程式により波浪変形を計算するものとした。等

深線変化予測モデルの基礎式は、砂の連続式と沿

岸・岸沖漂砂量式により構成され、標高毎の沿岸・

岸沖漂砂量の収支から等深線の変化を予測した。 

 

５．総合的考察 

これまでに砂防・河川・海岸の各領域の要素モ

デルを構築したが、ここでは、領域をまたぐ現象

を検討していくにあたって留意事項等を考察した。 

 表-1 に砂防・河川・海岸の

各領域についての解析の際の留

意すべき特徴等を示す。領域毎

に時空間的スケール・精度は異

なり、特に最上流の砂防領域は

他領域と比較して大きく異なる

ことが確認できる。 

これらの関係を把握した上で、

各領域間の影響の関係は、河口

周辺の河川の影響を除くと、基

本的には上流から下流に向けて

の一方向的な影響となっている。 

これら領域間の影響を考慮した解析を行う場合の領域毎の考慮すべき現象とその時間スケジュール、継続

方法を表-2 に示す。時間スケールの異なる現象は要素モデルのバッチ処理により対応可能（砂防モデル(短

期)＋河川モデル(短期～長期)）であり、時間スケールが長期に及ぶものは、対象とする領域の解析の与条件

として他モデル(予め解析/調査)結果を適用することで対応可能(河川⇔海岸)である。 

 

 

表－1 砂防・河川・海岸の各領域の特 

表－２ 領域間の接続を行う際の接続方法

図－４ 等深線変化モデルの概要(岸沖方向) 


